
緊急時にあなたが連絡したい人を
書き出しておきましょう

災害時お役立ち
ガイド

（災害時に支援を必要とする方向け）

災害時お役立ち
ガイド

（災害時に支援を必要とする方向け）

名　前 連 絡 先

■あなたの移動手段の連絡先

■公共機関の連絡先

警　　　察　　１１０

消　　　防　　１１９

日野市役所　　０４２－５８５－１１１１

NTT災害用伝言ダイヤル

災害の発生により、電話がつながりにくい状況
となった場合に提供されます。
「１７１」をダイヤルし、音声ガイダンスにした
がって伝言の録音・再生をしてください。

　伝言の録音をする場合
１７１　▶　１　▶　電話番号（市外局番から）
　伝言の再生
１７１　▶　２　▶　電話番号（市外局番から） 日 野 市日 野 市

さい　がい　じ　　　やく　　だ

このガイドは、

災害時に支援を必要とする方を

対象に作成しました。

災害が起きる前、

災害が起きた時に

どうしたらよいのか、

このガイドで

事前に確認しておきましょう。

すぐに確認できるよう目のつくところに
貼っておきましょう

すぐに確認できるよう目のつくところに
貼っておきましょう

さいがい　じ　　　し　えん　　ひつよう　　　　　　かた　む



おお じ　　しん お じ　　しん　　さい　　がい

大きな地震が起きた（地震災害）

火事や
倒壊等の
危険がある

火事や
倒壊等の
危険がない

自宅での
生活が
できる

自宅での
生活が
できない

自　宅

最寄りの指定緊急避難場所 最寄りの指定避難所

自宅が安全な場合は
自宅にとどまりましょう。

災害備蓄品
の備えを！

災害時に身の安全を守るために緊急
に避難する屋外のオープンスペース
です。（校庭・グラウンドなど）
ガスの元栓・電気のブレーカーを確
認し、避難場所へ向かいましょう。

※地震災害時指定緊急避難場所一覧を見て記入
しましょう！

わが家の指定緊急避難場所

わが家の指定避難所

※地震災害時指定避難所一覧を見て記入しましょう！

■事前に確認！

■事前に確認！

自宅での生活が困難となった方が、一時的
に避難生活を送ることができる施設です。
（小中学校の体育館など）

指定避難所へ行くための移動手段をあらか
じめ決めておきましょう。移動手段の連絡
先は、裏表紙の緊急時の連絡先欄に記入し
ておきましょう。

例：家族に頼む

　　近所の方にお願いするなど

　　タクシーを呼ぶ（状況によっては不可能なこともあります）

指定避難所には、配慮が必要な方のための
思いやりスペースが設置されます。また、
状況により福祉避難所が開設されますが、
まずは最寄りの指定避難所に避難をしてく
ださい。

災害発生
まずは身の安全を確保

か じ

とう かい

き けん
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か じ

とう かい

き けん
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さい　がい　はっ　せい

み あんぜん かく　ほ
も よ し　てい　きん　きゅう　ひ　なん　　ば　しょ
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自宅に戻る

避難

待機

避難



おお　　あめ ふ すい　　がい ど　　しゃ　　さい　　がい

大雨が降った（水害・土砂災害）

わが家の指定避難所

※水害・土砂災害時指定避難所一覧を見て記入しましょう！

■事前に確認！

避難準備体制情報
指定避難所への避難準備をお知らせします。
詳細は、避難情報の伝達方法をご覧ください。

注
意

高齢福祉課・障害福祉課が発信する避難情報危険度

避難行動を開始するための
準備をしてください。
移動手段の確保、持ち出し品の準備など

取るべき行動

避難準備・高齢者等避難開始警
戒

日野市が発信する避難情報

人的被害の発生する可能性が高まった状況。
災害時に支援を必要とする方は、避難行動を
開始しなければならない段階です。

最寄りの指定避難所に避難してください。
「まだ平気」「うちは大丈夫」「たいしたことはないだろう」な
どといった判断は危険です。すぐに避難してください。

避難勧告
非
常
に
危
険

人的被害の発生する可能性が明らかに高まっ
た状況。

避難指示（緊急）
極
め
て
危
険

人的被害の発生する危険性が非常に高いと判
断された状況。

指定避難所へ行くための移動手段をあらかじめ決めておきましょう。移
動手段の連絡先は、裏表紙の緊急時の連絡先欄に記入しておきましょう。
例：家族に頼む
　　近所の方にお願いするなど
　　タクシーを呼ぶ（状況によっては不可能なこともあります）
指定避難所には、配慮が必要な方のための思いやりスペースが
設置されます。また、状況により福祉避難所が開設されますが、
まずは最寄りの指定避難所に避難をしてください。

天気が荒れそうな時は
情報に注意しましょう

ひ　　　なん　　じゅん　　　び　　　たい　　せい　　　じょう　　ほう
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市
か
ら
の
情
報
提
供

災害の備え
日頃から非常時の持出品や備蓄品を用意しておくことが大切です。

避難情報の伝達方法
高齢福祉課・障害福祉課からの情報

■防災備蓄品

自宅で避難生活を送る際に必要な物
（３～７日分を目安に用意しましょう）

□非常食
　（缶詰・レトルト食品・乾パンなど）
□マグカップ・紙皿・ラップ

□水（ペットボトルなど）

□雨具・防寒着・軍手・運動靴

□救急セット・お薬手帳
　持病の薬・常備薬

□簡易トイレ

□懐中電灯・携帯ラジオ・乾電池

□携帯電話充電器

□貴重品（現金・通帳）

□カセットコンロ・ガスボンベ

ご自身の状況に応じて

□紙おむつ

□入れ歯の洗浄剤

□補聴器・老眼鏡

□＿

■ 避難時持出品

避難時の最初の１日をしのぐために
必要な物

□非常食
　（缶詰・レトルト食品・乾パンなど）
□マグカップ・紙皿・ラップ

□水（ペットボトルなど）

□衣類

□雨具・防寒着・軍手

□救急セット・お薬手帳
　持病の薬・常備薬

□簡易トイレ

□懐中電灯・携帯ラジオ・乾電池

□貴重品（現金・通帳・保険証）

ご自身の状況に応じて

□＿

□＿

□＿

□＿

□＿

日野市 健康福祉部 高齢福祉課 042‒514‒8496
  障害福祉課 042‒514‒8489
 総　務　部 防災安全課 042‒514‒8962

お問い
合せ先

■避難準備体制情報　─避難所等への避難準備をお知らせします。─

■自動音声電話によるお知らせ
大雨などにより浸水被害が予想される場合、下記の対象者に、自動
音声電話により避難準備の開始を促すお知らせをします。

対象者▶浸水想定区域や急傾斜地崩壊危険箇所にお住まいの方で次の
　　　　いずれかに該当する方
❶要介護３以上の方及び、高齢者のみの世帯で自ら災害時に支援を必要とする方と
して登録を希望された方（個人の生命を守るための緊急対応として、介護保険の
要介護認定申請等で高齢福祉課が電話番号を把握している方にお知らせします。）
❷視覚障害の方
　こちらの番号でご案内いたします：042－514－9764（発信専用）

■メール配信サービスによるお知らせ
自動音声電話案内の内容や雨量・水位等の情報をメールでも配信します。
hino@kmel.jp（右のQRコードからも読み取れます。）

携帯電話で上記アドレスに空メールを送付し登録願います。
「要配慮者向け災害情報」にチェックし、登録してください。
市からの情報は「防災安全情報」にチェックし、登録してください。

ee

市防災行政無線
市内に設置してある屋外スピーカーから災害に関する情報を提供します。

音声自動応答サービス　☎042-581-1500
市内に設置してある屋外スピーカーから放送した内容を確認できます。

市広報車　災害情報を広報車でお知らせします。
J:COMテロップ放送
防災行政無線の情報を J:COM日野でデータ放送します。

市公式ホームページ　http://www.city.hino.lg.jp/

ひ　　なん　　じょう　ほう でん　　たつ　　ほう　　ほう さい　　がい そな

（平成29年8月1日より開始）
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